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物
流
シ
ス
テ
ム
機
器
メ
ー
カ
ー
の
業
界

団
体
「
日
本
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器
協
会

（T
he Japan Institute of M

aterial 
H

andling

、
略
称
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
）」
が
七
月

三
日
、
都
内
で
設
立
総
会
を
開
き
、
同
日

付
け
で
発
足
し
た
。

　

日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協
会

（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
）内
の
部
会
と
し
て
一
九
八
四

年
に
設
立
さ
れ
た
「
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器

推
進
部
会
」
を
発
展
的
に
解
消
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｓ
と
産
業
機
械
工
業
会
の
協
力
の
下
、
独

自
の
協
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　

会
長
に
は
竹
内
克
己
・
ダ
イ
フ
ク
会
長
、

副
会
長
に
は
村
田
大
介
・
村
田
機
械
社
長
、

大
庫
良
一
・
オ
ー
ク
ラ
輸
送
機
社
長
、
加

藤
進
一
郎
・
ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
会
長
、
昼
間
祐
治
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
取
締

日
本
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
）
が
発
足

マ
テ
ハ
ン
業
界
が
新
た
な
業
界
団
体
を
設
立

役
常
務
執
行
役
員
の
各
氏
が
就
任
し
て
い

る
。

　

正
会
員
は
現
在
、
物
流
シ
ス
テ
ム
機
器

メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る
約
三
〇
社
だ
が
、

今
後
賛
助
会
員
と
し
て
ソ
フ
ト
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
企
業
に
も
参
加
を
募

り
、
最
終
的
に
は
一
〇
〇
社
程
度
の
規
模

に
拡
大
し
た
い
考
え
だ
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は

①
各
種
研
究
会
、
講
演
会
、
見
学
会
、
懇

談
会
、
展
示
会
等
の
開
催

②
統
計
・
調
査
、
課
題
研
究
、
人
材
教
育
、

各
種
企
画
・
立
案
の
推
進

③
行
政
と
の
連
携
、
支
援
・
委
託
業
務
お

よ
び
他
団
体
と
の
連
携
、
共
同
活
動

④
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
と
す
る
活
動

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

設
立
の
背
景
に
つ
い
て
竹
内
会
長
は

「
マ
テ
ハ
ン
業
界
は
知
る
人
ぞ
知
る
業
界

で
、
一
般
的
に
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
欧
米
諸
国
に
は
既
に
同
様
の
団

体
が
あ
り
、
む
し
ろ
遅
す
ぎ
た
感
は
あ
る

が
、
よ
り
社
会
的
存
在
感
の
あ
る
業
界
に

し
て
い
く
た
め
に
設
立
し
た
」
と
述
べ
る
。

　

現
段
階
で
は
任
意
団
体
だ
が
、
関
係
各

方
面
へ
の
届
け
出
等
の
手
続
き
を
経
て
、年

内
か
遅
く
と
も
年
明
け
に
は
社
団
法
人
と

な
る
予
定
だ
。

設立総会にはマテハン業界の主要メンバーが
勢揃いした


